


はじめに

「うつくしいもの」が見えないときがあった。

それはわたしが目を閉じているだけで



いつも変わらず、世界は輝いている。



であいの不思議

全ての出会いは「奇跡」



ほんとうの自由

お互いに譲り合うことも我慢することもある。

だけど、二人だから出来る事の方がずっとおおい。



「あたえる」ということ



たいせつなひと



ちから



ゆめ

「やらなくちゃいけないこと」をして死ぬなら

「やりたいこと」をやって死のう。

どうせ人は死ぬんだから。



かわること

10代のじぶん。
20代前半のじぶん。



20代後半のじぶん。

いらないもをの切り捨てて

欲しいものを手にしてきたから

いまの自分が一番好きだ。



かえるべき場所

子供のころは、「制限」でしかなかった「家」が

大人になると「やすらぎ」にかわる。

そんな不思議。





いさぎよさ



しんらい



しあわせ

「やってほしい」って思うと苦しい。

「やってあげたい」って思うのは、シアワセだ。



やくそく

「シアワセにしてあげたい」って思ってくれることが

既にシアワセだったりする。



花

「花は咲く一瞬を惜しまない」

って誰かいってたな。



だからうつくしい。



たいせつなこと



いつも

当たり前にしてもらっていることの中に

「愛」があります。



いばしょ

「居場所が無いな」

そんなことを言うと



悲しむひとがいるはず。

誰かがどこかで待っている。



かぞく

久しぶりに帰省すると、

両親が少し小さく見えた。



もう若くはないんだな。



グレープフルーツをしぼってのむ

そこに少しリキュールをいれる。

小さなシアワセと



すこしのご褒美。



才能

人にあって、自分になかったり

何かを誰かに取られたって思う事ってある。



そんなとき

「ねたまないこと」

「やかないこと」

「おしまないこと」

そこで器が試されるんじゃないかな。

大きな器にするには努力が必要。



せいちょう

走りながら考えるって難しい。

でも、考える事をやめたらダメだと思う。



じぶん＜だれか



会話

悲しいとことがあったよ。

嬉しいことがあったよ。

あなたのこと信じてるよ。



ありがとう。

「ありがとう」をあなどってはいけない。

「ごめんなさい」と「ありがとう」が

魔法の言葉だから。



しんじるチカラ



向き合うこと

分かり合う事を諦めない事。



うた

自分の力でどうにかできないことを悩むのはやめました。

自分ができること。



そこに一生懸命になればいいんじゃないかな。



はじめの第一歩



ねがい

人に嘘をつかないこと。

じぶんを偽らないこと。



パソコンも携帯もきって、音楽だけ。

電気を消して、キャンドルを灯す。

ゆっくり、ゆっくり夜がふけていく。



ふわふわ

ふわふわのわたがし。

もふもふの夢。



虹のふもとに、シアワセがあるっていう。

みなさんに、シアワセが降り注ぎますように。



奥付

シアワセのカタチ
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